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　1872 年の全国的な予備調査 1) に始まるインド人口調査（センサス）は、1881 年以降、10
年間隔で途切れることなく実施され、膨大なデータが蓄積されてきた。ベンガル州に関する




















（Kolkata）大学に提出した博士論文 [Taniguchi, Shinkichi 1977] の作成過程で、1773 年の










　1872 年予備センサスは、ベンガル州についてヒンドゥ 128 ジャーティ（その他とされた 15
を含めて）、ムスリム 6 ジャーティをあげ、1901 年センサスは、ヒンドゥ 158 ジャーティ、ム
スリム 27 ジャーティをあげる。このように多数の社会集団を一挙に扱うことは困難であるの




トして地図 1~3 を作った。この地図は、1872 年センサス・データにより、各県における各ジャー
ティの構成比率を降順に並べた表 3 に基づいて、その比率が州平均を上回る諸県について縦ま
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たは横の線を引いたものである 6)。































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































的ジャーティと看做し得る Bagdi についても、状況は似通っていたであろう 8)。













ル南部の Bagdi について分布上の特徴について、簡単な考察を加えておこう。地図 3 によれ
ば Rajbamsi の分布は、Rangpur、Dinajpur、Jalpaiguri の 3 県において顕著に高いのだが、例
182	 ベンガルにおける部族とカーストをめぐって：一つの歴史的試論：谷口　晉吉
えば、Dinajpur 県内の各警察区（タナ）ごとの分布をみると、明らかに県北部においてその密
度が極めて高く県南では大幅に低下している。Dinajpur 県は 16 世紀前半に Rajbamsi が樹立し
た Koch Bihar 王国に属した部分とそうでない部分とに分かれるが、この濃淡は高い割合でこ
れに相関している。Namasudra は東ベンガルの南部諸県に高い濃度で存在するが、タナ毎に
その分布をさらに確認すると、農業に適した開発の進んだタナには少なく、開発の遅れたタナ
により多くが居住する。Risley が 19 世紀後半におこなった調査には、Namasudra の人々が、
開発の波に追われるようにより未開の土地に移っていく姿が描かれている [ 谷口晉吉 , 2003: 
24-29]。Bagdi は西部ベンガルに厚く存在する。Midnapur 県を例にとるなら、この県は､ 東西
の対照的な２つの部分に分かれる。この東西両地域の違いは地理的なものから住民､ 土地制
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独特の衣服を着る。大河河畔には多くの漁業・水運集団も存在する。
Dhaka 地方：州東部。ムスリム人口は 59%。部族人口は少ないが、半ヒンドゥ化部族の人口




統的な水運業を大幅に縮小させたことを、1872 年と 1901 年のセンサスの比較によって指摘で
きる。





　前節および Koch Bihar 王国の Rajbamsi（Koch、Mech、Paliya を含む）集団に関する拙稿
[Taniguchi, Shinkichi 1994: 57-92] で明らかにしたように、今日ではヒンドゥ・カーストとして

























や大きさ・高さを指標として用いる形質人類学 Physical Anthropology の手法が導入され、



















ボ核酸 mtDNA と男性系統の情報を示す Y 染色体 Y-chromosome の全塩基類の解読、常染色
体 Autosomol DNA の分析）によりアフリカ起源説は強化され、かつ、人類の系統変化がより
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説得的に描かれるようになった。南アジアに関しては 2007 年にThe Evolution and History of 
Human Populations in South Asia  [Petralia, Michael D. & Allchin, Bridget (eds.) 2007] が刊行さ
れ、その他にも数多くの個別論文が発表されている。世界規模の見取り図としてはオッペン








れた。このような分化と進化はアフリカ内部でもすでに始まっており、4 つあるいは 8 つ（L0
～ L3 あるいは L0 ～ L7）のクラスターが知られている。実は、アフリカ大陸の外に出たグルー







　2005 年に、インドの有力な分子遺伝学者団体である The Indian Genome Variation 
Consortium は、インドの人口を考察するにあたって、形態学類型 morphological types と
しては Caucasaid、Mongoloid、 Australoid、 Negrito（ただし、ネグリトはほぼ Andaman 
Islands のみ）の 4 つ、そして、言語集団として、Dravidian、Tibeto-Burman、Austro-Asiatic、

















はチベット - バーマン）がいる。彼らは、中央アジアから Kashmir へ入り、Kailasa 山麓の








が 80%、ドラヴィダ語系 18%、シナ・チベット語系 1.3%、Austro-asiatic 語系 0.7% と圧倒的に
インド・ヨーロッパ語系が多いが、mtDNA の分析ではハプロ集団 M（アジア系）が 60%、U（ヨー
ロッパ系）15% となり、かなり様相が異なり、インド人の 60% 以上が多くのアジア諸国と共通
する遺伝子配列を持つことになる [ 篠田謙一　2007:pp.71-76]。この内、ヨーロッパ系統とされ




　最後に付け加えるなら、常染色体 DNA に基づく最新の研究 [Zerial, Tatiana, et al. 2006: 137-
144] は、「インドのカーストと部族は遺伝学的にはシステマッティクに異なるとはいえない」
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果に基づいて一定の推論を行うことができる [Chattopadhyaya, Annapurna 2002-2006; Chatterji, 


















である。時代は下がるが、13 世紀にアッサムに侵入し王国を樹立した Ahom の兵士たちは地





がある。最初期の聖典 Veda にはこのような概念はなかったが、紀元前 500 年頃までにこれら
の概念が確立している。これは、オーストラロイド、ドラヴィディアン、モンゴロイドなど先
住民からの借用である可能性が高い [Chatterji,S. 1974: 58-63]。Mahabharata で語られたアーリ
188	 ベンガルにおける部族とカーストをめぐって：一つの歴史的試論：谷口　晉吉
ヤンの有力王国 Pandava の 5 王子が一人の妻を共有する逸話は、チベット - モンゴロイドの一


























3.4.1.1　 キラータ 15) 
　若干の異論 [Singh, G.P. 1990: 65] はあるにせよ、キラータはモンゴロイドとほぼ同義といっ
てよく、古典文献に多くの記述がある。先述したようにキラータの一集団は、Kailasa 山麓の
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Manasarowar 湖周辺から Garhwal、Kumaon にかけて集住し、Kailasa 山麓の Kiratadesa には
15 万もの集団（grama）があったと述べられている。もう一つの集団はネパール、ビハール北
部からブータン、アッサム、そして、トリプラまでの広大な領域に居住した。後者においては、
ネパールの Newar 族とアッサムを中心に展開した Bodo 族（Koch、Mech 等々を含む大きな
語族）が 2 大支配勢力をなしたことは間違いない。ネパールでは、キラータの中で支配的な
部族は Newar だが、その他にも、Lepcha 族、Limbu 族などが有力であり、それぞれ多くの支
族に分かれ、また、近縁諸部族を擁した。Mahabharata の時代には、ヒマラヤ山中に多くのキ
ラータの国があったとされる。例えば、Limbhu 族、Kiranti 族は、前者は Kosi 河と Mechi 河
に挟まれた Limbhu-desa に、後者は Kosi 河と Karki 河にはさまれた Kiranti-desa に住み、隣
接していた。Limbhu 族は、大きく Hung と Rai という 2 集団に分かれ、さらに、その下位に














和が進行していた。例えば、キラータの女神 Kiranti をオーストラロイドとされる Savara 族が













れは後世の Gorkha ら多くの部族にみられたパターンである。Licchavi は名族となり、はるか
後、紀元 4 世紀の Gupta 帝国の創始者は Licchavi の血脈につながることを誇りとしたし、ネ
パールでは紀元 350~879 年と 500 年以上も Licchavi 朝が存続した。Kshatriya 身分を有するこ
とは、かれらが純粋なアーリヤンであることを証明するものではなく、Manu 法典で Licchavi









寺院（例えば、オリッサ州 Puri の Jagannath 寺院）においても彼らは特別な地位と職務を与
えられている。
　彼らの社会状況について記述する紙幅がないので、同じオーストラロイドの代表的な一部族






らのすぐれた指導者 ( 王 ) に付けられた尊称であり、従って、何人ものナラカが存在した可能
性がある [Choudhury, Pratap Chandra 1987:109-127]。ナラカの語義には、人々（nara）の守護
者（ka）あるいは大地から生まれた（Bhauma）王族という説などがあるが、いずれにしろ、
普遍性をもった名称だと考えられる。
	 東京外国語大学論集第 86 号（2013）	 191
　紀元前 1000 年頃、北インド Mithila（Videha）の Janaka 王は孤児であった Asura の少年
を宮廷で他の王子と共に育てた。この少年が何事においても卓抜な才能を示したので、王が
将来を恐れるようになったことを知り、16 歳になった少年は一団の従者を伴って宮廷から出
て行った。少年は放浪の後、Lauhitya 河（Brahmaputra 河）の河畔、Gauhati 近辺に都を持
つキラータ族の王 Ghataka と戦ってこれを破り、彼らの王となった。彼はナラカと名乗り、
Pragjyotisapura に都を定め、強大な王国（Pragjyotisa または Kamarupa）を築いた。なおこの
当時、他にも７つ以上のキラータの王国がヒマラヤ南麓地帯に存在していたことが知られてい




Karotoya 河と Lauhitya 河に挟まれる地域に住むキラータ族を Brahmaputra 河の東岸に移住さ
せたと言われている。キラータの人々の間に、バラモン教徒が入り込み王国の重要な役職を独
占したことに対する強い不満が生じ、また Sonitpur（現在の Tezpur）を都とする友好的な隣






はバラモン教圏、アーリヤンの勢力圏へ組み込まれた。この Bhagadatta は Kurukshetra の戦
いに際しては、キラータと China の軍勢を率いて参戦し、Bhima と Arjuna の両名と激戦を繰
り広げた末に討ち死にしたが、Kamarupa 王国は長期にわたって彼の一族の下で存続し、初期
の王達は、ナラカ、または、Bhagadatta を名乗った。
　なお、S.K.Chatterji によれば、アッサムでは、紀元前 10 世紀頃から多くの王朝が Mleccha
の王（Mleccha は Mech のサンスクリット形）を名乗り、Mech 族であることを誇示してい
る。この系統の最後の王朝は Pralambha 朝とよばれ、紀元後 800~1000 年にかけてアッサムを













4.2　Koch Bihar 王国 19)
　12 世紀前半に Pragjyotisa（Kamarupa）のパーラ朝（ベンガルのパーラ朝とは全く別の王朝）












地方土豪、Koch、Bhutia（ブータン）、Ahom の 4 大勢力が覇を競う戦乱の時代を迎えた。
　この混乱状態を終息させたのが、16 世紀初頭に建国されたモンゴロイド系 Koch 族の王国
である。Koch 族は有力支族が内部対立を重ねていたが、Mech 族の有力者と手を結んだ族長
ハジョが、Koch、Mech を統合し、その息子ビシュは敵対する地方土豪、部族長達を平定し、
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から学んだ可能性が高い。そして、新たにバラモンが招請され、そのバラモン達はビシュは変
装した Siva 神の息子であるという神話を「発見」し、ビシュ自身も神の子であることを宣言し、






































じた。第 1 タイプは、自らを Rajbamsi と呼び、ヒンドゥ世界のカースト秩序に自らを位置付
け、第 2 タイプは、部族名 Koch を依然として用いるが、徐々にバラモン教世界との交流を深
めており、第 3 タイプはダウィー、ゴロル、ゴラミなどと呼ばれ、孤立を深めた。こうして、
19 世紀初頭においても、なお、Koch 族のバラモン教化の過程は決して完了してはいなかった。













　Munda21) はオーストラロイドの中で最も代表的な部族の一つであり、より大きな Kol 族
（Kolarian）に属す１つの部族をなす。Sarat Chandra Roy は、インドにおける Munda の社
会と歴史の研究における草分けであり、彼が 1 世紀前に書いた名著 The Munda and their 
Country（1912）は今なお東部インドの部族社会研究において重要な位置を占めている。彼は
多くの Munda が居住する Chotanagpur 地方の Ranchi 市において、外部から来たヒンドゥが
Munda の土地を安く買い叩くことを阻止し、Munda を守る為に奔走した法律家であり、多く
の Munda との長年にわたる交流から、彼らに伝わる貴重な伝承を細部に至るまで聞き取り、
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その口伝を、サンスクリット古典や、各地の地名、遺跡などと照合することによって初期の
Munda の歴史を蘇らせた。以下の記述は、彼の業績に負う。
　Munda が Chotanagpur に安住の地を見出す以前の、記憶されている最も古い居住地は北イ
ンドの Azamgarh 高地である。それ以前の移動の歴史については伝承は何も語らない。彼らは、
ここで長期にわたって棚田を作り、暮らしていた。その時期は、アーリヤンがインドに到来し
た時期と重なり、Munda は新来のアーリヤンと戦い、また、他の Asura とも激しい戦いを繰















た非アーリヤン部族として Bhar が挙げられる。Munda 本隊と長期間行動を共にしたドラヴィ
ディアン系 Chero 族は王を持ち、紀元 6 世紀頃までにヒンドゥ化し、Munda と袂を分かった。


















いる。この様な村が十二ヵ村あつまって patti と呼ばれる上位団体をなし、最も有力な Munda





越えた諸問題（村と村との紛争や部族の共通利害に関わる重大事）に対しては manki が patti-
panch（parha-panch）を召集し、対処した。こうして、Munda 社会の秩序は panch によって
維持された。
　やがて、Chotanagpur にドラヴィディアン語系の Uraon 部族が入り込むようになり、Munda
と Uraon の利害の調整が不可欠となった時、この地方の多数の manki の中から指導者が選
ばれることになり、最も優れた者として衆目が認めた人物が全 manki の長になった。彼は
Munda ではなく Uraon 出身者であった。この人物の下で、この地に Chotanagpur （Nagabamsi）
Raj と呼ばれる王家が出現し、村落の集合体からなっていた Munda の国に王権が出現した。
その時期はおおよそ紀元 6 世紀頃であったと考えられる 22)。Chotanagpur の最初の開発者は
Munda であり、多くの地名や村名には Munda 語が使われ、Uraon の村でも Munda が司祭を
勤めた。Munda の khutkattidar 達は、王国の軍隊に兵士を送り、王に敬意を表したが、王に
特別の権限を認めなかった。しかし、王は徐々に国王としての強い権限を主張するようにな
り、共和的な自治を重んじる Munda との間に軋轢が生じた。Uraon は急速に人口を増加させ、
Munda を圧倒する地域も出現した。Munda の中にはこのような状況を嫌って更に南に移動す
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な身分制が生まれ始めた。
　なお、Chotanagpur に安住の地を求めた諸部族の中には、部族の中から王権が形成されたオー













なるという指摘を行ったが、ドラヴィディアン語系に属すとされる Uraon 族や Chero 族が長
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　この政治情勢の中で、国家権力の支持の下でバラモン的社会秩序がベンガルに根付いてい































1) 正 式 な タ イ ト ル は、Report of the Census of Bengal 1872　By H. Beverley、Inspector-General of 
Registration, Bengal, Calcutta, Bengal Secretariat Press, 1872.




4) たとえば、Singh, Surajit 1962、Singh, K. S. 1985、Singh, K.S.,1987 などがある。 
5) Beteille, Andre 1975 が言及。語義からいえば、生まれにより形成される集団を意味する。また、中世に
書かれた Chandi 女神の賛歌である Mukundram の Kavikankana Chandi にも、このようなジャーティの
用法がある。[Eaton 1993：101]
6) この地図の行政区分は 1881 年センサス時のものであり、1872 年センサス時のそれと若干の相違が生じ
ている。例えば、Cachar、Sylhet 両県はアッサム州に移管されたし、Jessore 県の一部が Khulna 県と




8) Chatterjee,Gouripada 1976. 本書は、Midnapur 県の Bagdi 王国について研究した好著である。
9) Roy, Asim 1983、および、Haq, Muhammad Enamul 1975 の好著がある。また、谷口晉吉 , 2003: 24-29 も
参照されたい。
10) 次の拙稿に基づく。Taniguchi, Shinkichi 2000.




13) Basham は、このような状況を示唆していた。初版は 1954 年である。[Basham 1967]
14) Chattopadhyaya, Annapurna 2002-2006; Chatterji, Suniti Kumar 1974; Singh, G.P. 1990 などを参照．
15) Chattopadyaya, Annapurna 2002: 537-555.
16) Chatterji, S. 1974: 58-63.
17) 本稿では、gramdevota についての考察はできないが、Buchanan が恐らく最も早い記録の一つを残し
ており、最近になってもさまざまな視角からの研究がなされている。[Martin, Montgomery 1838: 422-
479; Sarkar, R.M. 1986: 66-106; Roy, Suhita Sinha 2009: 209-252]
18) Chattopadhyaya, Annapurna 2002-2006:55-58,60,97-99,1057-82; Chatterji, S. 1974: 86-88; Choudhury, 
Pratap Chandra 1987 (3rd edtion):109-127; Sarma 1981:8-13.
19) 注 8 の拙稿に基づく。
20) Roy, Sarat Chandra 1912, 1970(reprint).
21) Munda は後述するように本来は村長を意味するから、部族集団の名称としては Kol あるいは Kolarian
と呼ぶ方がより適切であるが、慣例として、この部族集団に属する人々を Munda と呼ぶ場合が多いので、
本稿においても Munda を部族集団名としても用いる。
22) Chotanagpur 王家の成立については、ここに紹介した Sarat Chandra Roy 以外にも諸説がある。その代
表的なものは、Dalton の議論 [Dalton, 1872: 165-169] であるが、これは、彼がこの王家から受け取った
19 世紀に書かれた家伝書（Nagabanshivali）に従った神話的なものであり、私は Sarat Chandra Roy 説
の方が真実に近いと考える。[Sinha, Sudha 2001] は最新の研究であり、より詳しい。
23) ベンガル語文法構造にその痕跡（pronominalisation）が見い出される。
	 東京外国語大学論集第 86 号（2013）	 201
参考文献
Beteille, Andre 1975
 Introduction to Bose, N.K., The Structure of Hindu Society, New Delhi, Orient Longman.
Beverley, H. 1872
 Report of the Census of Bengal 1872, Calcutta, Bengal Secretariat Press.
Basham, A. L. 1967(2nd edition)
 The Wonder that was India, Calcutta, Rupa & Co.
Buchanan, Hamilton 1830
 General View of the History and Manners of Kamarupa, an unpublished manuscript delivered to the 
Indian Office library in 1830 (MSS. EUR. D98).
Chatterjee,Gouripada 1976
 History of Bagree-Rajya (Garbeta), Delhi, Mittal Publications.
Chatterji, Suniti Kumar 1974
 Kirata-Jana-Krti, Calcutta, The Asiatic Society.
Chattopadhyaya, Annapurna 2002-2006
 The People and Culture of Bengal A Study in Origins, Vol.I (Part1) & (Part2), Vol.II (Part 1), Kolkata, 
Firma KLM.
Choudhury, Pratap Chandra 1987 (3rd edition) 
 The History of Civilization of the People of Assam to the twelfth century A.D., Guwahati, Spectrum 
Publications.
Dalton, Edward Tuite 1872
 Descriptive Ethonology of Bengal, Calcutta, Office of the Superintendent of Government Printing.
Eaton, Richard M. 1993
 The Rise of Islam and the Bengal Frontier, 1204-1760, Calfornia, the Regent of the University of Calfornia.
Haq, Muhammad Enamul 1975
 A History of Sufi-ism in Bengal, Dacca, Asiatic society of Bangladesh.
The Indian Genome Variation Consortium 2005
 “The Indian Genome Variation database (IGVdb): a project overview＂, Hum Genet 
 DOI 10.1007/s00439-005-0009-9.
Martin, Montgomery 1838
 The History, Antiquities, Topography, and Statistics of Eastern India, Vol.III Puraniya, Ronggopoor, and 
Assam, London, Wm. H. Allen and Co. 
Petralia, Michael D. & Allchin, Bridget (eds.) 2007
 The Evolution and History of Human Populations in South Asia, Dordrecht, Springer.
Reich, David, et al. 2009
 ＂Reconstructing Indian Population History,” Nature, 461(7263): 489-494.
Risley, Herbert H. 1969
 The People of India, Second edtion, Delhi, Munshiram Manoharlal.
Roy, Asim 1983
 The Islamic Syncretistic Tradition in Bengal, Princeton, Princeton University Press.
Roy, Sarat Chandra 1912, 1970(reprint)
 The Mundas and their Country, Bombay, Asia Publishing House.
Roy, Suhita Sinha 2009: 209-252
 “Everyday Life and Formation of cultural Pattern in Peasant Society of Birbhum (1860-1940)”, in 
Chittabrata Palit et al. (eds.), Bengal Miscellany, Vol.2, Kolkata, 
202	 ベンガルにおける部族とカーストをめぐって：一つの歴史的試論：谷口　晉吉
 B.R.Publishing Corporation.
Sarkar, R.M. 1985, 1986 (in India)
 Regional Cults and Rural Traditions An Interacting Pattern of Divinity and Humanity in Rural Bengal, 
New Delhi, Inter-Indian Publications. 
Sarma, Dimbeswar 1981
 Kamarupasasanavali, Gauhati, Publication Board, Assam.
Singh, G.P. 1990
 The Kirata in Ancient India, New Delhi, Gian Publishing House.
Singh, K.S. 1985
 Tribal Society in India  An Anthropological Perspective, New Delhi, Manohar.
Singh, K.S. 1987
 “The Chotanagpur raj: Mythology, Structure and Ramification,” Tribal polities and state systems in pre-
colonial eastern and northern India edited by Surajit Sinha, Calcutta, K P Bagchi, 51-72.
Singh, Surajit 1962
 “State formation and Rajput Myth in Tribal Central India＂, Presidential Address, Section of Anthropology 
and Archaeology, Forty-ninth Indian Science Congress, Cuttack.
Sinha, Sudha 2001
 The Nagavanshis of Chotanagpur, New Delhi, Classical Publishing Company.
Taniguchi, Shinkichi 1977
 Structure of Agrarian Society in Northern Bengal (1765 to 1800), unpublished Ph.D. dissertation 
submitted to University of Calcutta.
Taniguchi, Shinkichi 1994
 “The Rajbangshi Community and the Changing Structure of Land tenure in the Koch Bihar Princely 
State,” in Taniguchi,S., et al. (ed.) Economic Changes and Social Transformation in Modern and 
Contemporary South Asia, Tokyo, Hitotsubashi University, 57-92.
Taniguchi, Shinkichi 2000
 “Regional Structure of Bengal Agrarian Societies in the late 19th Century,” in Taniguchi, S.(ed.), 
Development and Culture in Asia-Comparative Study on Grassroots Solidarity among Peoples in Asian 
Coutries, Tokyo, Hitotsubashi University, 26-61.
Zerial, Tatiana, et al. 2006
 “Y-choromosamal, insights into the genetic impact of the caste system in India,” Hum Genet., 12(1), 137-
144.
オッペンハイマー、スティーヴン、2007
 仲村明子訳、『人類の足跡 10 万年前史』、草思社．
篠田謙一　2007
 『日本人になった祖先たち』、NHK ブックス 1078、NHK 出版．
谷口晉吉　1995
 「インド史における差別と融合―ベンガルとアッサムを中心として―」、『一橋論叢』114 巻 4 号、pp.649-
665．
谷口晉吉　2002 年
　　「植民地支配期ベンガル農業社会の地域構造 ( Ⅰ )」 『一橋大学研究年報経済学研究』 44，pp.47-102．
谷口晉吉　2003 年
 「植民地支配期ベンガル農業社会の地域構造 ( Ⅱ )」 『一橋大学研究年報経済学研究』 45，pp.3-106．
谷口晉吉　2004 年
 「植民地支配期ベンガル農業社会の地域構造 ( Ⅲ -1)」 『一橋大学研究年報経済学研究』46，pp.47-150．
	 東京外国語大学論集第 86 号（2013）	 203
谷口晉吉　2005 年　
 「植民地支配期ベンガル農業社会の地域構造 ( Ⅲ -2)」 『一橋大学研究年報経済学研究』47，pp.83-146．
204	 ベンガルにおける部族とカーストをめぐって：一つの歴史的試論：谷口　晉吉
Tribe and Caste in Bengal: A historical Perspective
                                                                TANIGUCHI Shinkichi
This is an attempt at examining the historical relation between tribe and caste in Bengal. 
Usually, caste system is considered as the most important and fundamental social frame, at least, 
up to the advent of Muslim in India. However, the present author has had since long a serious 
doubt about this kind of understanding. The author＇s field of research locates in the frontiers of 
the Bengal plains and the majority of the population there belongs to a caste called the Rajbamsi. 
The Rajbamsi is a relatively new caste formed after the 16th century A.D., and the people there 
have a very vivid memory of their previous tribal name, the Koch. If we look at the social history 
of Bengal, we can easily pick up many cases of similar transformation of a tribe into a caste or 
castes. The full-fledged caste system was established in Bengal only in the thirteenth century. 
Therefore it is grotesque to think of Bengal society in terms of caste hierarchy for the period 
previous to that date. Then, what was the social foundation of Bengal before the thirteenth 
century? The natural answer to this will be the tribal systems. However, this identification 
remains only guesswork, unless we can provide sufficient evidence and reasoning to support this 
proposition. This paper exactly aims at this difficult task. The task is difficult, not only because 
of paucity of the historical evidence to prove it, but also the idea contradicts the conventional 
‘common sense.’ 
